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凌雲会 令和５年度総会 資料  令和 5 年 4 月 15 日 

 

１ 会長あいさつ 

 ・角館、例年より更に早くさくら満開の好季節となりました。 
 ・新型コロナウイルス感染症感染状況は落ち着いてきましたが、今後も多少の増減の波が予想され、

５類移行後もまだまだ油断できない状況です。また、物価上昇等々取り巻く生活状況には明るさば
かりではありません。こうした中、公私ともに６０歳代を若々しく過ごしたいものだと思います。 

・昨年度は通例より２年遅れの「還暦突破を祝う会」を催すことができました。多数の参会は叶いま
せんでしたが、大きな節目の還暦事業に一つのしるしを残すことができ有難く安堵しました。今後
も「潤いのひととき」を目指して、本会の目的「会員相互の親睦及び⺟校への賛助」を具現化して
まいりたく思います。メイン事業は実施を延期してきた「還暦突破記念伊勢旅行」です。今年度も
どうかよろしくお願いします。 

 ・この紙面総会における議事については、添えた資料に目を通していただき、諸事ご賢察の上、ご承
認くださるようお願いいたします。 

 ・今年度は「伊勢旅行」のご案内のため、ＨＰ希望の方を含め皆さんに紙面を届けました。 
 

２ 議事 

（１）令和４年度会務報告 

①８月１４日（日）：還暦突破を祝う会 〈グランデールガーデン、４０名（来賓込）〉 

    〈伴う幹事会６／２４・８／８〉 

②２～３月：角館中学校校名看板修繕 

③ホームページ管理及び記事投稿（１７件） 

＊当初計画した「伊勢旅行」は新型コロナ感染状況が不安定により見合わせ、延期 

 

 

（２）令和４年度会計報告 

①収入総額：６５２,４９２円 

凌雲会  令和５年度総会  

・紙 面 総 会 ：資料は紙面を全会員へ送付：１７９名 （ＨＰにもデータ掲載） 

・総 会 期 間 ：令和５年４月１５日（土）～４月３０日（日） 

・表 決 審 査 ：令和４年５月１日（月） 

・表決結果通知：令和４年５月２日（火）（ＨＰのみ。紙面郵送希望者には不通知） 

 

◇ 次 第 

１ 会長あいさつ 

２ 議 事 

（１）令和４年度会務報告 

（２）令和４年度会計報告 

（３）令和４年度会務会計監査報告 

（４）令和５年度会務計画（案） 

（５）令和５年度予算計画（案） 

（６）諸連絡 

３ 副会長あいさつ 〈表決結果通知で〉 
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②支出総額：４６９,０３４円 

③差引残額：１８３,４５８円 〈次年度へ繰越〉 

④収入内訳 （比較の項は設けません。予算・決算とも。今後も。） 

項  目 金  額 備  考 

１ 運 営 費 １６６,０００円 会員協賛寄付（\1,000×97 名､\2,000 以上 12 名） 

２ 事 業 費 ４２４,０００円 還暦突破を祝う会参加費等・内訳はＨＰ報告済 

３ 雑 収 入 ３４３円 幹事会残金繰入 

４ 繰 越 金 ６２,１４９円 前年度残額 

計 ６５２,４９２円  

⑤支出内訳 （比較の項は設けません。予算・決算とも。今後も。） 

項  目 金  額 備  考 

１ 運 営 費 ３６,１５４円  

 ア:通信・印刷費 ３０,１５４円 印刷・事務費:\11,296 通信費:\18,858 

イ:会議費 ０円 会場費・三役会、幹事会助成 

ウ:事務局費 ４,０００円 事務局手当・藤村、鈴木 

エ:ＨＰ費 ２,０００円 契約料、維持管理手当・田口 

２ 事 業 費 ４３２,８８０円  

 ア:事業費 ４１７,８８０円 還暦突破を祝う会・内訳はＨＰ報告済 

イ:母校賛助費 １５,０００円 角館小中学校看板修理代・藤村、柴田 

３ 予 備 費 ０円  

計 ４６９,０３４円  

※弔慰費残額：１５５,２７９円 （令和４年度：鈴木雄喜さん、松田好記さんへ献花弔慰） 

 

（３）令和４年度会務・会計監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凌雲会 令和４年度 会務・会計監査報告書 

１ 監査期日  令和５年４月８日 

２ 監査場所  仙北市役所角館庁舎市民ホール 

３ 監査期間  令和４年１月１日～令和５年３月３１日 

４ 監査対象  会務報告書、決算報告書、出納簿、出入金調書、郵便振替口座通知書 

        領収書、貯金通帳、弔慰金出納関係帳簿 

５ 立 会 人  会長：鈴木達朗、副会長：冨岡美津子 

        会計幹事：藤村浩美、山田かおる  

６ 監査結果  

〇会務運営の収支に関する帳簿の記載が正確であり，誤りがないことを認めます。 

〇領収書ほか会計関係帳簿，書類が大変よく整理され，保管状況も大変良好です。 

〇事務局員及び会計幹事の誠実な会務執行に感謝し，敬意を表します。 

以上のとおり報告いたします。 

令和５年４月８日 

監査幹事 
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（４）令和５年度会務計画（案） 

①「凌雲会還暦突破祈念伊勢旅行」（１１月３日～５日の予定：２泊３日） 

②母校賛助活動：有志ボランティア活動（夏：除草・冬：除雪） 

③ＨＰ管理及び記事投稿（折々） 

④会議：・三役会（４／８、「伊勢旅行」前後、年度末等） ・幹事会（必要に応じて） 

 

（５）令和５年度会計計画（案） 

①収入総額：１８４,４５８円 

②支出総額：１８４,４５８円 

③差引残額：   ,  ０円 

④収入内訳 （比較の項は設けません。予算・決算とも。今後も。） 

項 目 金 額 備 考 

１ 運 営 費 ０円 会員協賛寄付、協力の願いはありません 

２ 事 業 費 ０円 事業予定なし、旅行は別会計に 

３ 雑 収 入 １,０００円 利息他 

４ 繰 越 金 １８３,４５８円 前年度残額 

計 １８４,４５８円  

⑤支出内訳 （比較の項は設けません。予算・決算とも。今後も。） 

項 目 金 額 備 考 

１ 運 営 費 ４６,０００円  

 ア:通信・印刷費 ３０,０００円  

イ:会議費 １０,０００円 会場費・三役会、幹事会助成 

ウ:事務局費 ４,０００円 事務局手当・藤村、鈴木 

エ:ＨＰ費 ２,０００円 契約料、維持管理手当・田口 

２ 事 業 費 １０,０００円  

 ア:事業費〈懇親会等〉 ０円 事業予定なし 

イ:母校賛助費 １０,０００円 ボランティア活動保険、飲み物 

３ 予 備 費 １２８,４５８円  

計 １８４,４５８円  

※弔慰費残額：１５５,２７９円 （弔慰費の集金依頼はありません。） 

 

（６）諸連絡 

１：表決については、前回同様、参加総数から承認できない方を除いた方を承認と判断し、過半数の

承認により決します。不承認の方は鈴木までお願いします。結果についてはＨＰ上で伝えます。

紙面希望の方は紙面連絡無きは承認可決と判断ください。 

２：「伊勢旅行」については、会務会計とは別に予算を立て、会計処理をすることとします。 

  ＊４ページにご案内しております。参加をご検討ください。 

３：引き続きＨＰも時々ご覧ください。「凌雲会 角館」 

  ＊来年度はＨＰ希望の方へ総会資料は送付しない予定です。（事業案内の無い年はＨＰにて） 

  ＊紙面希望の方へはお届けします。 

４：一斉メール送信元アドレスは「members@ml.ryounkai.com」です。迷惑メール解除対応をお願

いします。登録希望、受信アドレス変更の方はお知らせください。 
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５：不承認及び質問や意見は鈴木までお願いします。 

   ＊鈴木達朗：携帯：090-2607-0788    E-mail：suzutatu@cream.plala.or,jp 

凌 雲 会  ｢還 暦 突 破 記 念  伊 勢 旅 行 ｣の ご 案 内  
 還暦から３年を経てしまい気運最高潮とはいきませんが、新型コロナの感染状況も落ち着き
そうですので、今年こそ伊勢神宮を参拝し、これからの高齢人生に何かを得たいと思います。 
 経費と時間のかかる旅行ですが、多くの方に参加いただき一緒に「潤い」を味わえれば幸い
に思います。個人・家族旅行とは趣の異なり・・・一生の想い出のひとときに・・・です。 
 
 〇日   時  令和５年１１月３日（金）４日（土）５日（日）  ２泊３日 
 〇主 旅 程  １１／３：往路、鳥羽へ ミキモト等見学 宴会 （鳥羽泊） 
        １１／４：伊勢神宮内宮特別参拝 おかげ横丁散策 移動 宴会 （名古屋泊） 
        １１／５：名古屋観光、帰路 
 〇経費見積  １４万円 〜 １５万円 〈昨年度業者見積（飲食代込）１４万円弱〉 
         ＊特別参拝：神明社宮司に相談。初穂料、服装規定が厳しい時は一般参拝 
         ＊こまち、のぞみ、近鉄特急が移動手段、伊勢⇒名古屋は車借上 
         ＊鳥羽ホテルは４〜５人部屋、名古屋ホテルはシングルルーム 
         ＊飲食代込の見積概要（昨年度見積にそって今年も） 
           １日目：昼食（車中弁当）、夕食（ホテル内予約席＋飲み放題） 
           ２日目：朝食（ホテル）、夕食（店舗予約＋飲み放題） 
           ３日目：朝食（ホテル）、昼食（店舗予約） 
         ＊参加人数により現地移動手段（マイクロバス・ジャンボタクシー等）決定 
          ⇒これにより経費上下、割り勘人数多いほど安く 
         ＊発着地別に乗車券等を個別対応 
 〇最小実施人数 ６人  ※未満の時は取り止め 
 
 ◇申込みからの流れ・・・ 
  ①参加希望者は、まず仮申込みを６月３０日までに。 
    ・連絡先、発着地、連絡方法を添えて 
    ・電話、メール等で 
    ・仮申込みから本申込みまでキャンセル料なし 
  ②７月、仮申込み者の人数、発着地により業者へ旅程、見積等依頼。宿泊施設等仮押さえ。 
  ③８月上旬、仮申込み者へ旅程、経費を提示。郵便振替用紙送付。 
  ④９月２０日までに経費振込により本申込み完了。参加者確定。 
  ⑤諸々正式手続き、参加者諸連絡。当日へ。 

   ※業者は「近畿日本ツーリスト秋田支店」 
   ※本申込み後のキャンセルは時期により個別対応〈キャンセル料は業者規定〉 
   ※昨年度提示の旅程案、見積書がベースです。ＨＰで確認できます。 
    ⇒昨年の旅程・見積紙面が必要な方は申し付け下さい。 
 
 〇申込み、問合せ先：鈴木達朗 （ご不明点は何なりと･･･） 
   ・携帯：０９０−２６０７−０７８８ 
   ・Ｅ-mail：suzutatu@cream.plala.or.jp 
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